
プラットフォームとしてのNACCSの役割

税関発足150周年記念シンポジウム

大転換期にある世界貿易と税関 ～官民パートナーシップの将来像～
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輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社



◆ 社 名 輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社

◆ 設立時期
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2008年10月１日（独立行政法人通関情報処理センターを解散し設立）

※根拠法：電子情報処理組織による輸出入等関連業務の処理等に関する法律

◆ 沿 革 航空貨物通関情報処理センター：1977（昭和52）年～

独立行政法人通関情報処理センター：2003（平成15）年～

輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社：2008（平成20）年～

（NACCSにより）

• 行政手続の迅速化・効率化やぺ－パ－レス化等により官民双方のお客様の事務負
担軽減等が図られます。

ＮＡＣＣＳとは

Nippon Automated Cargo And Port Consolidated System
＝ 輸出入・港湾関連情報処理システム ＝

輸出入貨物の通関関連手続や船舶／航空機の入出港関連手続をオンライン
で処理するシステムです。



NACCSで処理できる輸出入等関連手続 –NACCSは総合物流情報プラットホーム-

３．NACCSの概要②
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これまでのシングルウィンドウの歩み
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世界をつなぐプラットフォームNACCS

「企業理念」
私たちは、お客様と共に歩み、「人・物・国」をつなぐＮＡＣＣＳを通じて、国際物流の発展に貢献します

ＮＡＣＣＳは1978年の運用開始より、港湾・空港における利便性・信頼性・経済性の高い効率

的な「総合物流情報プラットフォーム」として進化してきました。

引き続き、我が国における国際物流・国際貿易の動向を踏まえつつ、基幹システムとしてのＮＡ

ＣＣＳの中長期のあるべき姿を視野に入れながら、関連する他の「デジタルプラットフォーム」との

連携やペーパーレス化、更なるデジタル化の検討を進め、より利便性の高い「総合物流情報プラ

ットフォーム」の構築に努めます。
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経営基盤の強化

新たな戦略・機能を創出し、
ＮＡＣＣＳの価値を高める

新規事業戦略 第2の創業
更なる飛躍のための
イノベーション

総合物流情報プラットフォーム

企業価値・ブランドの向上

持続的な成長の実現

お客様・株主様への還元
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中期経営計画（2021年度～2023年度） ： 「第2の創業・更なる飛躍のための
イノベーション」

コア事業戦略

〇システムの安定運用とお客様
のサービス向上

〇総合物流情報プラットフォーム
の機能強化（デジタルプラット
フォームとの連携等）

〇次期（第7次）NACCSの開発

〇最新技術の実用化に関する具
体的な検討

〇業務状況等分析業務

〇貿易関連書類電子保管業務



港湾・空港における利便性・信頼性・経済性の高い効率的な「総合物流情報プラットフォーム」の構
築を目指します。また、他の「デジタルプラットフォーム」の状況や最新技術の動向を踏まえつつ、
関係行政機関及びお客様と意見交換を行いながら、次期（第7次）ＮＡＣＣＳの開発を進めます。

※次期（第７次）ＮＡＣＣＳ開発スケジュール

〇詳細仕様で検討をする代表的な機能
・スマホ・モバイル端末への対応
・インターネット接続（自社システム）
・AI等の最新技術の活用

７次NACCS動画 検索

第7次NACCS
基本仕様の情報
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2018年度
2019年度
2021年度
～2023年度
2025年度

更改スケジュール、基本コンセプトの検討
基本仕様の検討
ハードウェア・ソフトウェア等の調達
詳細仕様の検討
第6次ＮＡＣＣＳ システム終期
第７次NACCS システム稼働

次期（第７次）NACCSの開発



貿易関連書類
電子保管業務
（NACCS-DMS®）

業務状況等
分析業務

（輸出入申告訂正情報
の分析サービス）

その他事業

・国際物流と国際貿易の発展、ひいては我が国の国際競争力強化に

寄与するため、ＮＡＣＣＳと親和性の高い新規事業に取り組みます。

・新規事業の積極的展開により、お客様の利便性向上を図ります。

新規事業戦略の基本方針

新たなサービス
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国内外では各種「デジタルプラットフォーム」の実用化に向けた動きが活発化しており、その

普及により、近い将来、国際物流・国際貿易の省力化やコスト削減が実現することが想定さ

れます。弊社としても、他の「デジタルプラットフォーム」についての情報収集等を進めたうえ

、お客様の利便に資する連携に向けた検討を進めていきます。
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各種「デジタルプラットフォーム」との連携


